
№１ 平均 №７ 平均

3.1 3.1

3.0 3.1

3.3 3.1

生徒 23% 保護者 1% 生徒 23% 保護者 1%

№２ 平均 №８ 平均

3.2 3.8

3.0 3.4

3.3 2.8

生徒 23% 保護者 1% 生徒 23% 保護者 0%

№３ 平均 №９ 平均

3.5 2.5

3.1 3.0

2.7 3.2

生徒 23% 保護者 1% 生徒 23% 保護者 5%

№４ 平均 №１０ 平均

2.6 3.1

2.9 2.6

3.2 3.2

生徒 23% 保護者 2% 生徒 23% 保護者 12%

№５ 平均 №１１ 平均

3.2 3.2

3.1 2.6

3.3 3.2

生徒 23% 保護者 1% 生徒 23% 保護者 10%

№６ 平均 №１２ 平均

2.8 2.9

3.0 2.6

2.8 3.2

生徒 23% 保護者 0% 生徒 23% 保護者 11%

分からない・無答

なかよく生活 分からない・無答 相談体制 分からない・無答

学級（学校）の生徒は友人関係が良好で
ある。

生徒や保護者の連絡や相談に適切に対
応している。

学級のまとまり 分からない・無答 わかる授業 分からない・無答

お子さんは、楽しく学校に通っている。
お子さんは、学校のきまりや時間を守っ
て生活している。

学校が楽しくなるように、生徒一人一人
に対応している。

きまりや時間を守る生徒の育成に努め
ている。

基本的生活習慣 安全意識

お子さんは、友達となかよく生活できて
いる。

先生は、家庭との連絡や相談に適切に
対応している。

お子さんのよさを伝え、役立つ人間に
なるよう励ましている。

学校は、いじめに対して適切に対応にし
ており安心ができる。

一人一人のよさを認め励まし、さらに伸
ばす取組を実践している。

いじめの未然防止に努め、小さなこと
でも見逃さずに適切に対応している。

他者尊重 生徒指導

楽しく生活 分からない・無答 時間やきまり 分からない・無答

あいさつ 分からない・無答 交通安全

わたしは、自分のよいところがわかり、
まわりの役に立っている。

わたしは、いじめを受けたり、いじめを
見たら、すぐに相談しようと思う。

学級集団

わたしは、他者の気持ちを考えながら
行動している。

先生は、生徒のまちがった行動やトラブ
ルをきちんと指導してくれている。

お子さんは、他者の気持ちを考えなが
らの行動ができている。

学校は、生徒間のトラブルや間違った行
動に対して適切に対応している。

相手の気持ちを考えながら行動する大
切さを指導している。

生徒間のトラブルや間違った行動に対してきちんと
指導し、保護者との連携を十分に図っている。

自分のよさ 分からない・無答 いじめへの意識

おもいやり 分からない・無答 トラブル対応

学習指導

わたしの学級は、仲よくまとまってい
る。

わたしは、毎日の授業の内容がわかっ
ている。

担任の先生は、仲よくまとまった学級づ
くりに努めている。

お子さんは、授業がわかりやすいと話し
ている。

学校生活 規範意識

わたしは、学校が楽しい。
わたしは、学校のきまりや時間を守って
生活している。

友人関係 教育相談

わたしは、友達となかよくしている。
わたしは、困った時に先生に相談してい
る。

わたしは、自分からあいさつをしてい
る。

わたしは、登下校時にヘルメットをきち
んとかぶり自転車に乗っている。

お子さんは、あいさつがきちんとでき
ている。

お子さんに、毎日安全に自転車を乗る
ように声をかけている。

あいさつなど基本的生活習慣の指導に
努めている。

安全な自転車の乗り方およびルールとマ
ナーに関する指導を毎日行っている。

自己有用感 いじめ対策

（自分の、出授業の）学級は、なかよくま
とまっている。

どの生徒にもわかりやすい授業となる
よう工夫をしている。

分からない・無答

分からない・無答

◇81％の生徒が学校が楽しいと回答していますが、そう感じていない生徒が約20％存在します。職員は
高い値で「努力している」と回答していますが、さらに一人一人に対し、日々変容する心情面で見えて

いない部分がないかを見つめ直し、配慮、対応してまいります。また、約２割の不安を持つ保護者の
方々との連携を進めてまいります。
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※学校評価アンケートへのご協力ありがとうございました。

生徒・保護者の皆さん・学校職員の三者の回答を比較・検討し

ました。今後の学校教育活動に生かしてまいります。

※回答の割合は回答者数を100％としたものです。また、小数以下は非表示のため合計が100％

でない場合があります。さらに、グラフ内の「0％」はレイアウト上、非表示としてあります。

令和５年９月総和中
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総和中 学校評価アンケート【生徒・保護者・教職員】

とてもそう思う そう思う あまり思わない まったく思わない

◇生徒・保護者とも総和中生の挨拶がよいと評価しています。特に登校時には、さわやかな挨拶や会釈を

する姿が多く見られます。誰に対しても自ら進んであいさつするなどまだまだ向上の余地がありますの
で、今後も学校内外のあらゆる場面における指導を継続してまいります。ご家庭でも挨拶の実践をよろし

くお願いします。

◇ほとんどの生徒が友達と仲良くしていると回答しています。しかし、職員側から見るとまだ改善の余地

があるととらえています。これは、仲良しの友達以外のクラスメイトや部活動の仲間とも同じように仲良
くできる生徒の育成を目指しているところにあります。さらに学級、学年、部活動などの集団内で高めて

まいります。

◇今年度の学校側の目標の１つに「自己有用感の向上」があります。これは「自分の存在が周り人の役

に立っている」という実感を持つことで自分自身の存在に自信を持ち、今の自分を受け入れることにつ
ながります。まだまだ過半数近い生徒が周りの役に立っているという意識、手応えを持てずにいるよう

です。学級、部活動、委員会などあらゆる場面で、さらに目立たない真面目な取り組みにも目を向け、
称賛の声をかけ、心の成長を支援していきたいと思います。

◇ヘルメットの着用は実際の事故が発端で始まりました。ほとんどの生徒がヘルメットの着用を守って
くれていますが、まだ改善の余地があるようです。交通安全は命に関わる最優先事項です。今年度、ヘ

ルメット着用のおかげで大事には至らなかった事故もありました。交通ルールの遵守と安全運転とあわ
せて、ヘルメットの着用について毎日学級や部活動において指導してまいります。ご家庭での声かけも

よろしくお願いします。

◇職員全体がいじめ未然防止への意識を高く持っています。しかし職員側から気がつかないことについ
ては、周囲の生徒や家庭からの情報提供や相談がとても重要です。相談をしないと答えた生徒が19％い

ます。いじめは絶対に許されないことや、そのための相談先の選択肢が他にもたくさんあること、さら
にはSOSの出し方を丁寧に指導してまいります。ご家庭での協力もお願いします。

◇85％近い生徒から学校・職員が信頼を得ているようです。しかし、17％の生徒、42％の保護者の方々

が「あてはまらない」と回答し、不安を持っているようなので、さらに一人一人に目を向けて、今後も
学校全体で連携して一人一人丁寧に対応し、改善に向けて取り組んでまいります。

◇75％近い生徒が毎日の授業の内容を理解していると回答しています。生徒にとって理解度の高まる授

業は、生徒と授業者の信頼関係と、課題解決意欲をかき立てられる活動場面が多く設定された授業で
す。また、ＩＣＴの活用は理解度を高めるツールであり、１人１台端末の活用を中心に、ＩＣＴ機器の

効果的な活用法について、今後も職員研修を効果的に進め実践していきたいと考えています。

◇87％の生徒が思いやりの意識をもって生活しているようです。日頃、先生方の生徒への温かい対応が心
を育てていると言えます。子供は大人を見て学びます。「思わない」と答えた13％の生徒を育てるために

も、職員の言動には今後いっそう留意し、範を示してまいります。ご家庭でもよろしくお願いします。

◇現在、各学級では学級担任を中心に、時間をかけて学級集団を育てている過程にあります。しかし、
生徒の28％が自分の学級には課題があるととらえています。生徒にとっての学校生活は、毎日一日単位

の完結型であり、全ての日々を充実して生活したいと思っています。学年の発達段階によって対人トラ

ブル等もありますが、生徒と共に考え、学校全体、学年全体で支え合いながら取り組んでまいります。

◇困ったときに先生に相談していないという生徒が半数以上います。「相談できない」のか「しない」の

かによって異なりますが、学級担任としては、生徒にとって一番の相談相手でありたいと思っています。
オンライン相談窓口等、相談方法についても選択肢が広がるよう工夫し、今後もいっそう日常の観察や情

報収集、信頼関係づくりに力を入れてまいります。

◇大部分の生徒が守って生活していますが、「思わない」と回答した生徒が17％います。できていない面

をきちんと自己評価できていると言えますが、きまりを守れている、守れていないという事象面に対する
指導だけでなく、きまりや時間を守ることの意義を丁寧に指導し、自ら守ろうと努力する生徒の育成を進

めてまいります。これはネット上のトラブル防止にもつながると捉えています。ご家庭でもよろしくお願
いします。



№１３ 平均 №１７ 平均

3.1 3.2

2.6 3.0

3.3 3.3

生徒 23% 保護者 8% 生徒 23% 保護者 4%

№１４ 平均 №１８ 平均

2.6 2.5

2.3 2.2

2.7 2.5

生徒 23% 保護者 0% 生徒 23% 保護者 2%

№１５ 平均 №１９ 平均

3.1 3.0

2.6 2.7

3.0 2.8

生徒 23% 保護者 0% 生徒 23% 保護者 0%

№１６ 平均 №２０ 平均

3.2 3.0

3.0 2.7

2.5 3.1

生徒 23% 保護者 8% 生徒 23% 保護者 8%

学習意識 分からない・無答 部活動 分からない・無答

家庭学習 分からない・無答 読書活動 分からない・無答

お子さんは、家庭学習にすすんで取り組
んでいる。

お子さんは、進んで本を読んでいる。

生徒の家庭学習における意欲向上のた
めの工夫をしている。

3.2

学校が、基礎基本の定着を図り、学力向
上に努めていると感じられる。

基礎基本の学力の定着と学習意欲向上
の工夫に努めている。

自主学習

学力向上

わたしは、授業中に自分から一生懸命
取り組んでいる。

わたしは、自分で計画を立てて家庭学
習をしている。

【要望や気になる点，提案】

読書に関する生徒の関心を高め、読書
の時間を大切にしている。

お子さんの部活動の活動時間や日々の
取組に安心できている。

部活動の指導・運営において、保護者の協
力を得ながら適切に指導している。

読書の推進

部活動

わたしは、部活動に意欲的に取り組んで
いる。

・部活動で購入するもの、保護者会の役割分担で負担に感じている保護者もいる。
・部活動でトラブルが起きないよう、生徒をしっかり見ていてほしい。
・文化部の種類が少ないように感じる。コロナ禍で子どもたちは、パソコンの操作を身に付
　いてきているので、パソコン部があればさらにスキルが上がるのではないか。

2.9保護者
職　員

この調査について

授業について

平均ポイント

（満点4.0）

生　徒 3.0 全平均

3.0

・先生方の大変なこと、保護者に改善してほしいこともアンケート結果に入れてほしい。

わたしは、たくさん本を読むようにして
いる。

テスト関係について

生活全般について

・定期テストの回数を増やしてほしい。
・実力テストの直前に、テスト範囲に入っていない単元テストがあるのは、負担が大きい。
・テスト前の勉強の仕方を理解していない。

・学校からの手紙をメール配信してほしい。
・学校の様子はブログでしかわからない。月に１回でよいので、学年学級だよりがあるとよ
　い。

・学校に必要ないものをもってきている生徒にきちんと指導してほしい。
・ヘルメットをかぶっていない生徒がいる。きちんとかぶるよう指導してほしい。
・落ち着きのある生徒が減っているように感じる。先生方に頑張ってほしい。

生徒への対応

【総和中のよい点や感想】

・クラスが落ち着いて授業が受けられる環境になるといいと思う。
・学ぶ楽しさを感じる授業の工夫をしてほしい。生徒と先生が共に授業を楽しんでほしい。
・授業のスピードが早くて理解できないまま終わってしまう。質問するタイミングがわから
　ない。

・自主学習だけでなく、宿題を出してほしい。
・自主学習を進んで行うように先生から声かけをしてほしい。
・家庭学習や課題に対しての評価をしっかりしてほしい。
・自主学習の提出の内容の幅を広げてほしい。
・家庭学習の習慣がないので、テスト前しか勉強しない。

学校は、感染症予防の対策や指導をき
ちんとしている。

学校は、家庭や地域への情報提供を積
極的に行っている。

感染症対策について、確実でていねい
な指導と対応をしている。

家庭への連絡や情報提供を積極的に
行っている。

感染症対策 分からない・無答 情報発信 分からない・無答

読書について

・生徒に対しての先生方の言葉遣いを気を付けてほしい。
・先生方一人一人が、生徒の頑張りを認め、やる気が出るよう指導してほしい。
・生徒の話をもっと最後まで聞いてほしい。
・クロムブックの使い方の指導をしっかりしてほしい。
・自主性は大切だが、物事ややるべきことに対してどのような方法があるか、何を見本にす
　ればよいのかなどのヒントのようなことを子どもたちに伝えてほしい。
・思わしくない行動に対しては、厳しく指導してほしい。

安全生活 開かれた学校

わたしは、いつもていねいな手洗いや
消毒を心がけている。

わたしは、学校からの連絡やプリントを
必ず家の人に見せている。

勤労意欲 規則正しい生活

わたしは、黙働自問清掃や家庭でのお手伝
いなどにすすんで取り組んでいる。

わたしは、早寝・早起きを心がけ、朝食
をきちんととっている。

お子さんは、清掃やお手伝いなどにす
すんで取り組んでいる。

お子さんは、夜ふかしをせず、朝も早め
に起床し、朝食をとっている。

黙働自問清掃の指導を継続して行って
いる。

早寝・早起き・朝ごはんの大切さを継続
して指導している。

奉仕精神 分からない・無答 早寝・早起き・朝ごはん 分からない・無答

特になし

生活全般について

先生の対応

・いつも子どもの気持ちに寄り添い、励ましていただき、先生方のおかげで頑張れていると思
　う。
・学校行事、部活動等、先生方も一生懸命子どもたちに関わろうとしてくれているな…と感じ
　る。
・興味関心のあることに気づいて後押ししてくれるので子どもの成長を感じられる。
・生徒のことをよく考えてくださる先生がとても多いと思う。
・先生方が親身に生徒に接してくださり、感謝している。
・生徒一人一人に対して対応を変えて指導いただいていることは大変ありがたい。

学力面について

部活動について

学校からの情報

教育活動について
・水泳学習を男女別に行っていただいたことはとても良かったと思う。
・今年度になって、自主学習の提出が復活したのでよかった。

その他
・学校に伺うと校内がとてもきれいで感心している。
・連絡事項などわかりやすく発信してくださっている。

テスト関係について ・定期テストだけでなく、単元テストで理解度を確認しているところがとてもよい。

・特になし（８６）

・子どもたちに自主性をもたせることはいいことだと思う。
・子どもは毎日楽しく学校に通っていて安心している。

・朝の読書はとてもよい。
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保護者の皆様からの自由記述回答 （※紙面の都合上、文章表現をまとめました。）

◇学校評価アンケートへのご協力ありがとうございました。
◇今回のアンケートも昨年同様WEB上での回答形式でご協力いただきました。

◇テストに関しましては、年２回の定期テストの他に単元テストを実施して

おります。単元テストの実施日の周知方法についてさらに工夫してまいり
ます。

◇記述回答の中には、ご指摘いただいたとおり、学校として、一職員として

改善していかなければならない点や、さらに家庭へのていねいな説明が必
要である点についても確認することができました。今後の学校運営に生か

してまいります。さらに保護者の皆様のご理解とご協力が必要な面もあり

ますので、どうぞよろしくお願いします。
◇その他、たくさんの励みになるお言葉や貴重なご意見をいただきありがと

うございました。生徒達のために役立ててまいりますので、今後ともご理

解ご協力をよろしくお願いします。

◇大部分の生徒は一生懸命授業に取り組んでいますが、保護者の方々から見ると学力向上への取組に物足

りなさを感じているようです。一人一人に応じた学習のあり方を目指し、基礎基本の定着する授業方法の
改善と、授業だけにとどまらず、生徒自らが学習に取り組もうとする意識を育てるために、学級全体、学

年全体、教科全体で高めていく方策を考え、二学期から取り組んでいきたいと考えております。

◇生徒一人一人の学力として定着させるためには、復習を中心とした家庭学習（宿題or自主学習）がより
効果的です。保護者の皆さんの自由記述回答には、家庭学習に関する要望が多数ありました。「とても工

夫している」と言い切れる職員も15％にとどまっています。発達段階を考え、学年に応じた総和中なりの
適切な進め方を考え実践してまいります。

◇清掃や係活動は、取組の過程やその成果によって生徒が多くのことを学びますが、「責任感を育てる」

や「勤労意欲を高める」など、ねらいをもって意図的に取り組ませることが大切であると考えています。
本校の「黙働自問清掃」においては、生徒、職員が黙々と取り組み、その成果をあげ、特色ある教育活動

の一つとなっています。さらに家庭や校外での行動にも表れるように育成してまいります。

◇生徒の感染症対策への意識は高く、きちんと実践してくれているようです。マスクについては、場面に
応じて着脱が可能となり、生徒自身が意識できるようになってきました。そのため、職員の指導の意識が

薄れてしまったことが考えられます。今後、学校行事をできるだけ予定通りに進めるためにも感染状況を
注視しながら、気を緩めることなく取り組んでまいります。ご家庭のご協力もお願いします。

◇生徒、保護者、職員の三者ともに部活動への取組には、充実した活動への手応えと一定の成果が感じら
れているようです。実際に、１学期と夏休み期間中には様々な部が上位大会やコンクールに進み、大きな
活躍をしました。しかし、保護者の記述回答には、顧問の対応についてなど、日常では伝えられない様々
な思いが述べられていました。一人一人の生徒の先にいる保護者の皆さんにも思いが伝わるよう丁寧な指
導に努めてまいります。また、部活動に加入せず、学校外で活動する生徒の存在も大切にしながら、生徒
にとって充実したものとなるように改善をしてまいります。

◇生徒の過半数が、読書に対して関心が低いようで、大きな課題として捉えています。また、家庭にお

いても読書への関心が低いと捉えられています。職員の意識も「あまり思わない」が54％あり、さらに
積極的な読書活動の推進が求められていると認識しています。部活動の時間、家庭学習の時間、生徒に

求める時間はたくさんありますが、読書は学力向上にも大きくつながるため、様々な方策を考えて実践
していきたいと思います。

◇30％近い生徒に就寝の遅い傾向があることが読み取れます。朝ごはんも含めて、生徒自身の家庭生活

でのことですが、引き続き早寝・早起き・朝ごはんの大切さを学校においても指導してまいります。特
に夏休み明けの９月始めは、生活のリズムを戻すことが大切です。ご家庭でのご協力もよろしくお願い

します。

◇保護者の記述回答には、プリントを見せないので、紙媒体の連絡ではなくメールでの連絡を望む声があ
りました。紙媒体でなくては伝えにくい場合もありますが、学校からの連絡がスムーズに伝わるよう、

メール配信やホームページを活用しながら、できるだけ早い段階でのお知らせを心がけ、継続して工夫改
善を図ってまいります。

とてもそう思う そう思う あまり思わない まったく思わない

総和中学校職員一同


